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１．意外と底堅い中国のＥＵ向け輸出 

2011 年 11 月の中国の輸出は前年比 13.8％増であった（図表１）。中国の輸出は 2001 年のＷＴＯ加盟

後の数年間、前年比 3割から 5割前後の拡大が続き、リーマン・ショック後、2009 年に一旦前年比マイ

ナスとなったものの 2010 年には再び前年比 31.7％増に持ち直した。こうした水準感からすると前年比

二桁増でも鈍化と認識されるようだ。 

そして 2007 年以降、米国を抜いて中国にとって最大の輸出市場となったＥＵの景気が、今般の債務

危機により停滞していることが伸び率鈍化の要因とされる（図表２）。実際、主要輸出先別の輸出の前

年比の推移をみると、米国、ＡＳＥＡＮ、日本向けの輸出が堅調ないしは持ち直し傾向にあるのに対し

て、ＥＵ向け、並びに香港向けの輸出が鈍化している(図表３)。 

（出所）ＣＥＩＣ

図表３．中国の主要相手国・地域別輸出伸び率の推移

図表１．中国の輸出の推移
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図表２．中国の主要輸出相手先別シェアの推移
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＜伸び率鈍化が続くＥＵ・香港向け輸出＞
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 しかし、前掲図表１からわかるように 2011 年 11 月の輸出金額の水準は 1744.6 億ドルと単月で過去最

高となった 2011 年 7 月に次ぐ高水準である。同じく、2011 年 11 月のＥＵ向けの輸出金額も 309.9 億ド

ルと高水準である（図表４）。前年比は比較対象となる前年の水準が高い場合に低くなってしまうこと

を勘案すれば、中国の輸出は欧州債務危機にもかかわらず、全体でもＥＵ向けでも意外に底堅いと言え

そうである。本稿では、欧州債務危機の影響が広がる中でも意外と底堅い中国のＥＵ向け輸出について

その要因を検証してみた。 

図表４．中国のEU向け輸出金額の推移
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２．ＥＵの輸入構造 

ＥＵの輸入動向 1を月次ベースでみると、2011 年 6 月以降、前年比一桁台に伸び率が鈍化している。8

月に一旦、前年比 10.6％増となったが、9 月は同 6.1％増にとどまった。しかし、1-9 月累計ベースで

は、前年比 22.2％増と依然として堅調である（図表５、６）。 

図表５．ＥＵの輸入の推移
（ユーロ・ベース）
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図表６．ＥＵの輸入金額の推移
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1 本稿では原則、EU は EU27 カ国ベースで、EU の輸入は域外からの輸入を指す。 
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 ＥＵの主要輸入国は中国、米国、ロシアである。2005 年に米国と中国のシェアが並び、2006 年に両

者のシェアが逆転し、今や中国がＥＵにとって最大の輸入相手国である（図表７）。これら３ヵ国から

の輸入の前年比の推移をみると、2011 年 1-9 月期は米国とロシアが堅調に推移しているのに対して、中

国からの輸入が大幅に鈍化している。 

図表８．EUの主要相手国別輸入前年比の推移
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図表７．EUの主要輸入相手国別シェアの推移
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（出所）World Trade Atlas  (注）2011年は1-9月期ベース。
 

 

 この理由はＥＵの輸入品目構成にあるようだ。ＥＵの最大の輸入品目は全体の 4 分の 1 を占める鉱物

性燃料で次いで電気機器が 11.9％である（図表９）。この 2 大輸入品目の伸び率の推移をみると、原油

価格の上昇もあり鉱物性燃料の輸入が大きく伸びているのに対して、電気機器の輸入は大幅に鈍化して

いる（図表 10）。その結果、資源輸出を中心とするロシアと製品輸出を中心とする中国でＥＵの輸入の

伸び率の明暗が分かれたようだ。 

 

図表９．EUの輸入構造
(2010年）
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（出所）World Trade Atlas

図表１０．EUの２大輸入品目の輸入伸び率の推移
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（出所）World Trade Atlas 　（注）2011年は1-9月期の前年比。
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３．電気機器を中心としながらも底堅い中国の対ＥＵ輸出 

実際、ＥＵ向け輸出に占める電気機器の割合が高い国ほどＥＵ向けの輸出が鈍化しているようである。

ＥＵ向け輸出の 34.2％を電気機器が占める韓国の対ＥＵ輸出は 2011 年 1-9 月期には前年比マイナスと

大幅に鈍化している。中国も電気機器が対ＥＵ輸出の 27.6％と約３割を占めるため、伸び率は大幅に鈍

化しているが、依然として前年比プラスを維持している（図表 11、12）。 

図表１１．ＥＵの主要輸入先でＥＵ向け輸出に占める
電気機器の割合が高い国々
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（出所）World Trade Atlas　（注）2011年は1-9月期の前年比。
 

 

 ＥＵの電気機器の主要輸入先は全体の 43.3％を占める中国である。以下、米国、日本、韓国、台湾と

続くが、これらの主要電気機器輸入国からの輸入の伸び率をみると、総じて鈍化傾向にあるものの、前

年比マイナスとなっているのは韓国だけで、中国をはじめ他の４カ国は依然として前年比プラスを維持

している（図表 13、14）。 

図表１３．EUの電気機器の輸入先別シェア
(2010年）
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図表１４．EUの電気機器輸入主要相手先別の推移
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 この理由は電気機器の中でも品目によって需要の変化（≒輸入伸び率）にばらつきがあることにある

ようだ。中国が相対的に強い電話機、半導体デバイスなどは依然として需要が底堅く推移しているが、

韓国が注力しているテレビ・ラジオ部品や集積回路は 2011 年に入って需要が大きく鈍化している（図

表 15）。加えて、韓国の場合、上位 3 品目でＥＵ向け電気機器輸出の 7 割を占めているのに対して、中

国の場合、同じ 7割を 7品目で構成し、かつ、湯沸器・ヘアドライヤーといった技術集約度の低い品目

も含まれるなど、市場の多様な需要に応える構造になっている点も注目される(図表 16)。 

 

（出所）World Trade Atlas

図表１６．ＥＵ向け電気機器輸出品目別構成（2010年）
図表１５．EU電気機器輸入増加率の

品目別寄与度の推移
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４．輸出品目の多様性が底堅さの一因 

実際、中国のＥＵ向け輸出が前年比プラスを維持し、底堅く推移している一因は電気機器分野のみな

らず、輸出全体としても品目構成が情報機器から衣料品までと多様であるところにあるようだ。実際、

ＥＵ向け輸出が早くも前年比マイナスとなった韓国と比べた場合に資本財と消費財の割合が相対的に

バランスしている（次頁図表 17）。しかし、欧州債務危機が一段と深刻化するような場合には中国もそ

の影響を免れないだろう。また、ＥＵ市場を巡る新規参入者との競争もあり、中国としても安閑として

はいられないだろう。例えば、現在は中国が 5割超のシェアを占め、中国の独壇場とも言えるＥＵの電

話機輸入市場だが、サムスン電子の進出などを契機にベトナムが足元、大きくシェアを伸ばしている（次

頁図表 18）。これまでのところ、意外に底堅さを保ってきた中国のＥＵ向け輸出だが、先行きについて

は予断を許さない状況と言えそうだ。  
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図表１８．ＥＵの電話機主要輸入元別シェア
の推移
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（出所）World Trade Atlas　（注）2011年は1-9月実績ベース。

図表１７．中国と韓国のＥＵ向け輸出構造
の比較（2009年）
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